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全
国
で
進
む
教
養
教
育
改
革�

　
名
古
屋
大
学
の
教
養
教
育
院
は
、

全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て
、
教
養
教

育
の
実
施
組
織
と
し
て
2
0
0
1

年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
大
学

を
標
榜
し
つ
つ
教
養
教
育
も
あ
わ
せ

て
重
視
す
る
と
い
う
宣
言
で
も
あ
り

ま
し
た
。
初
年
次
少
人
数
ゼ
ミ
の
基

礎
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
標
準
受
講
者
数

１２
名
、
全
ク
ラ
ス
T
A
配
置
と
い

う
全
国
で
も
と
く
に
恵
ま
れ
た
条
件

を
実
現
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。�

　
近
年
、
他
大
学
で
も
教
養
教
育
改

革
に
向
け
た
取
り
組
み
は
増
え
て
お

り
、
旧
帝
大
系
で
も
同
様
の
動
き
が

活
発
化
し
て
い
ま
す
（
九
州
大
学
の

基
幹
教
育
院
（
2
0
1
1
年
設
置
）、

京
都
大
学
の
国
際
高
等
教
育
院�

（
2
0
1
3
年
設
置
）
な
ど
）。
そ
の

中
で
、
教
養
教
育
の
重
点
大
学
の
地

位
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
教
育
の

あ
り
方
を
つ
ね
に
見
直
し
て
改
善
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
英
語
教
育
の
改
革
や
教
養
教

育
推
進
室
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。�

　
こ
こ
で
は
、
学
生
の
学
び
の
質
向

上
に
不
可
避
で
あ
り
な
が
ら
、
議
論

が
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
授
業
の

受
講
者
数
の
適
正
化
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。�

�

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ�

導
入
を
め
ぐ
っ
て�

　
従
来
の
教
員
中
心
か
ら
学
習
者
中

心
へ
と
、
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

根
本
的
な
見
直
し
が
近
年
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
関
連
し
て
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
の
必
要
性
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、

学
生
の
質
問
や
発
言
の
促
進
、
学
生

同
士
で
の
討
論
・
各
種
課
題
の
導
入
、

学
生
の
学
習
活
動
へ
の
教
員
に
よ
る

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
を
授
業
に
取
り

入
れ
る
大
学
が
増
え
て
い
ま
す
。�

　
機
会
を
設
け
て
も
学
生
が
発
言
も

行
動
も
し
な
い
、
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
講
義
を
黙
っ
て

聞
く
よ
り
も
、
た
え
ず
疑
問
を
抱
き

そ
れ
に
つ
き
教
員
と
議
論
す
る
こ
と

を
求
め
る
学
生
は
、
学
力
水
準
に
か

か
わ
り
な
く
多
い
と
考
え
る
の
が
自

然
で
す
。
少
な
く
と
も
後
者
の
方
が

学
習
の
本
来
の
姿
で
あ
り
、
大
学
教

育
が
育
て
る
べ
き
人
間
像
に
近
い
は

ず
で
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
授
業
を
行
う
た
め
に

は
、
多
く
の
面
で
条
件
を
整
え
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
一
つ
は
、

受
講
者
数
の
適
正
化
で
す
。
適
正
な

受
講
者
数
は
、
授
業
の
内
容
や
採
用

す
る
指
導
方
法
に
も
よ
り
ま
す
が
、

受
講
者
数
を
制
限
し
た
方
が
て
い
ね

い
な
指
導
を
行
い
や
す
い
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。�

�

授
業
ご
と
の
受
講
者
数
の�

ア
ン
バ
ラ
ン
ス�

　
教
養
教
育
院
で
は
、
受
講
者
が

2
0
0
名
を
超
え
る
授
業
が
あ
る
一

方
で
、
授
業
の
成
立
が
危
ぶ
ま
れ
る

ほ
ど
受
講
者
の
少
な
い
授
業
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

が
生
じ
て
い
る
理
由
は
多
々
あ
り
ま

す
が
、
一
つ
は
学
生
が
必
修
単
位
を

早
期
に
履
修
し
よ
う
と
い
う
行
動�

（
い
わ
ゆ
る
単
位
の
早
取
り
）
で
す
。

2
年
次
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
専
門

教
育
に
集
中
し
た
い
、
そ
の
た
め
に

専
門
教
育
以
外
の
科
目
の
単
位
は
時

間
的
余
裕
の
あ
る
1
年
次
に
集
中

的
に
履
修
し
た
い
と
、
学
生
た
ち
は

考
が
ち
で
す
。�

　
2
年
次
開
講
授
業
の
一
部
で
受
講

者
が
極
端
に
少
な
く
な
る
今
ひ
と
つ

の
理
由
は
、
多
人
数
授
業
の
存
在
で

す
。
中
に
は
3
0
0
名
を
超
え
る

授
業
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
い
く

つ
か
は
1
年
次
に
開
講
さ
れ
て
お
り
、

学
生
の
単
位
早
取
り
に
よ
り
受
講
者

が
集
中
し
、
結
果
的
に
2
年
次
開

講
の
授
業
の
履
修
者
が
減
少
し
ま
す
。

多
人
数
授
業
を
担
当
す
る
教
員
は
さ

ま
ざ
ま
な
努
力
と
工
夫
を
重
ね
て
い

ま
す
し
、
教
養
教
育
院
も
T
A
を

配
置
す
る
な
ど
し
て
支
援
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
努
力
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。�

�

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
教
育
の
質
保
証
を�

　
教
育
の
質
保
証
が
叫
ば
れ
て
久
し

く
、
そ
の
た
め
の
多
様
な
シ
ス
テ
ム

が
政
策
的
に
推
進
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
大
学
で
導
入
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
各
種
の
大
学
評
価
制
度�

（
認
証
評
価
、
法
人
評
価
）、
全
学
的

な
自
己
点
検
・
評
価
、
授
業
評
価
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
す
。
最
近
で
は
、

I
R
（
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
シ
ョ
ナ

ル
・
リ
サ
ー
チ
）
の
専
門
部
署
を
設

置
す
る
大
学
（
国
公
私
立
の
平
均
１１

％
。
文
科
省
調
べ
2
0
1
4
年
度
）

も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
規

模
な
制
度
・
施
策
は
、
導
入
や
効
果

発
揮
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
必
要

と
な
る
経
費
も
膨
大
で
す
。�

　
そ
れ
よ
り
も
、
も
っ
と
身
近
で
、

取
り
組
み
の
容
易
な
事
項
は
多
々
あ

り
ま
す
。
受
講
者
数
の
見
直
し
な
ど

は
そ
の
典
型
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
現
の
た
め
の
有
効
な
方
策
の
一
つ

は
、
1
年
間
や
1
学
期
間
に
履
修

登
録
で
き
る
単
位
の
上
限
設
定
（
キ

ャ
ッ
プ
制
）
で
す
。
す
で
に
多
く
の

大
学
が
学
部
段
階
で
採
用
し
て
い
ま

す
（
国
公
私
立
の
平
均
８２
％
。
文
科

省
調
べ
2
0
1
4
年
度
）。
採
用
の

前
提
と
し
て
各
授
業
の
受
講
者
数
や

受
講
状
況
な
ど
の
調
査
が
必
要
で
す

が
、
こ
れ
ら
は
ご
く
基
本
的
な
も
の

で
あ
り
、
I
R
以
前
の
問
題
と
し
て

簡
単
に
で
き
ま
す
。�

　
大
学
教
育
改
善
の
ス
ピ
ー
ド
が
全

体
に
速
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
、

過
去
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
数
年
後

に
は
大
き
く
立
ち
後
れ
る
と
い
う
事

態
も
発
生
し
ま
す
。
学
生
に
質
の
高

い
学
び
を
提
供
す
る
た
め
に
、
ま
ず

は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
着
手
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

（
夏
目
達
也
）�

　
　
　
　
　 

へ
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　in

fo
@
csh
e.n
a
g
o
ya
-u
.a
c.jp

大学教員準備講座2015
大学教員準備講座は、大学教員になるために必要な知識と技能の獲得をめざし、多面

的に大学教員の職務を検討していく3日間集中プログラムです。受講生の今後のキャ

リア設計・開発に資するよう、グループワーク等を適宜織り込んで実践的に進めてい

きます。関心のある大学院生・ポスドク等のみなさまの参加をお待ちしています。�

□8月3日（月）9：00－18：00（休憩あり）�

　　1.大学教員という職業　　2.授業を設計する　　3.教授法の基礎�

　　4.学習成果を評価する　　5.マイクロティーチング�

□8月4日（火）9：00－18：00（休憩あり）�

　　6.国際化のなかの大学教員　　7.研究のマネジメント�

　　8.社会サービスに取り組む①　　9.社会サービスに取り組む②�

　　10.大学教員の倫理�

□8月5日（水）9：00－18：00（休憩あり）�

　　11.書く力をつけさせる　　12.学生のキャリア形成を支援する①�

　　13.学生のキャリア形成を支援する②　　14.多様な高等教育機関　�

　　15.大学教員のライフコース�

（於：東山キャンパス文系総合館5Fアクティブラーニングスタジオ）�

※本プログラムでは、所属研究科や専攻領域によらず、関心のある大学院生・ポスド

ク等の参加を募集しています。�

【参加申し込み・お問い合わせ】info@cshe.nagoya-u.ac.jp

学
生
の
学
び
の
質
向
上
の
た
め
に
�

 
 
身
近
な
教
育
条
件
の
見
直
し
を
�
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読んでおきたい�
この1冊�
Great Books on University

倉部史記著�
中公新書ラクレ　2012年�

　本年 6 月の文部科学省通達により、大学にお
ける一部の分野の廃止や社会的要請の高い分野
への転換が求められました。そのこと自体の是
非や方法の議論は大学にとって必須でしょう。
さらに分野名をどのように表すかという難題も
あります。�
　今から 3 年前に上梓された本書は、学部名称
からは教育の中味が分かりにくい日本の事情を

柔らかく解説しています。いわく「看板学部」
とは、歴史と伝統のある学部または将来への期
待が寄せられる新機軸の学部。他方「看板倒れ
学部」になりやすいのは、看護や観光などの流
行分野を追う「流行学部」、名称に当世のキーワ
ードを並べた「ひな壇学部」、独自性を打ち出し
たい「カタカナ学部」。大学経営上の期待を込め
て設立された学部が看板になるか看板倒れにな

るか、その境界は残念ながら明確にされていま
せん。�
　本書では、大学が受験生に対する印象の良さだ
けを追求した結果、受験生が学部名から連想しう
る内容と実際のカリキュラムや教育分野が乖離し
ている、名称や内容を考える上で社会のニーズは
二の次にされているなどの指摘がなされています。
また、新学部設立時に教員や施設を流用すること
によるカリキュラムの偏りも言及されています。�
　名称と内容が適合していること、内容がしっ
かり練り上げられていること、受験生と学部の
マッチングに資するような広報をすること。著
者が主張するこれらの点は、部局改編以前の重
要な視点だと言えます。　　　　　　（齋藤芳子）�

チューニング�

　チューニングは、学習内容やカリキュラムを大学間で比較可能に

する取組です。正確には、「欧州教育制度のチューニング（Tuning 

Educational Structures in Europe）」と呼ばれます。�

　もともと欧州の大学は、各国が独自の歴史と制度を有し、カリキュ

ラムや卒業生の能力を国の枠を超えて比較することが困難でした。

しかし、優秀な学生が米国へ流出する危機感や、欧州内を移動する

労働力の質保証を進めるため、2000年頃より欧州共通の学位制度

や単位互換制度を確立する動きが始まります。その推進方策の 1つ

として、専門分野ごとに卒業生の共通コンピテンスを示したものがチュー

ニングです。�

　2000年以降、経営学・化学・地球科学・教育学・ヨーロッパ学・

歴史学・数学・看護学・物理学の 9分野のコンピテンス提示から始

まり、2010年以降は 41の領域で、学士・修士・博士が備えるべ

き共通のコンピテンスと学習成果が示されています。これらは、各

学会の協力を得て策定されたものです。各大学は、自大学の制度や

自国の歴史を尊重しながら、コンピテンスの獲得を可能とする学習

内容やカリキュラムを設計します。�

　Tuning には調律・音合わせという意味があるように、カリキュ

ラムを緩やかに調整する点が特色です。カリキュラムの標準化や画

一化は、大学の自律性を損なうと考えており、目的ではありません。

登山に例えるなら、同じ山頂を目指しながらもルートは画一化せず、

どのようなルートで登るかは各大学の自律的な判断に委ねています。�

　日本学術会議が提示した分野別参照基準も、同様の考え方に基づ

いています。分野別参照基準は、専門分野ごとに全ての学生が身に

つけるべきコンピテンスを示したものです。各大学はコンピテンス

を参照しながら、各大学の理念や状況を踏まえたカリキュラム編成

を行い、質保証と質向上につながる教育に取り組みます。�

　グローバルな環境下での教育の質保証では、共通能力証明や学位

の国際通用性が重視されるようになり、チューニングのような共通

コンピテンスに基づくカリキュラム改善は、多くの大学に参考とな

る取組です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中島英博）�

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集�

　
現
在
イ
ン
ド
に
は
7
1
2
校
の
大

学
と
3
6
6
7
1
校
の
カ
レ
ッ
ジ
が

あ
り
、
2
9
6
0
万
人
の
学
生
が
学

ん
で
い
ま
す
。
機
関
数
は
世
界
一
、

学
生
数
は
世
界
第
2
位
で
す
。
高
等

教
育
が
経
済
成
長
を
促
進
す
る
主
要

な
手
段
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
る
に

つ
れ
、
F
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
性

も
ま
た
認
識
さ
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
「
国
家
教

育
政
策
1
9
8
6
」
で
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
国
内
す
べ
て
の
地
域
に

行
き
渡
る
よ
う
、
国
立
大
学
や
州
立

大
学
に
計
６６
の
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ス
タ
ッ
フ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
A
S
C
s
）」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
目

的
は
、
4
週
間
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
課
程
を
新
任
教
員
に
、
3
週
間

の
専
門
分
野
別
課
程
を
新
任
お
よ
び

中
堅
教
員
に
提
供
す
る
こ
と
で
し
た
。

国
立
お
よ
び
州
立
大
学
に
お
い
て
は

当
該
課
程
へ
の
参
加
が
昇
進
と
連
係

し
て
お
り
、
義
務
化
に
近
い
も
の
で

し
た
。�

　
人
材
開
発
省
は
、
2
0
1
1
年
か

ら
2
0
1
2
年
に
か
け
て
６６
す
べ
て

の
A
S
C
s
を
対
象
に
ピ
ア
レ
ビ
ュ

ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

基
準
を
満
た
す
成
果
を
出
し
て
い
た

の
は
わ
ず
か
１３
機
関
で
、
４６
機
関
は

下
回
る
成
果
、
7
機
関
は
成
果
な
し

で
し
た
。�

　
こ
の
結
果
に
基
づ
い
て
A
S
C
s

の
改
組
が
行
わ
れ
、
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
（
H
R
D
C
s
）
と
能
力
開
発

地
域
セ
ン
タ
ー
（
R
C
C
B
）
の
二

層
構
造
と
な
り
ま
し
た
。
学
習
者
中

心
教
育
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
利
用
と
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
、
教
育
手
法
と
し
て

の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
適
用
、
ピ
ア

に
よ
る
知
見
共
有
な
ど
を
目
標
に
掲

げ
て
い
ま
す
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
課
程
と
専
門
分
野
別
課
程
の
内
容

も
明
確
に
さ
れ
、
R
C
C
B
の
指
示

の
も
と
で
H
R
D
C
s
が
よ
り
意
義

の
あ
る
現
代
的
な
教
育
を
実
行
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
私
立
大
学
の
教
員
も
参
加
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
的
補
助
も
な

く
所
属
機
関
か
ら
参
加
を
推
奨
さ
れ

る
こ
と
も
な
い
状
況
の
な
か
で
、
実

際
に
は
蚊
帳
の
外
で
す
。
じ
つ
は
高

等
教
育
機
関
の
６３・
９
％
が
公
的
補
助

を
受
け
な
い
私
立
大
学
で
あ
り
、
そ

こ
に
所
属
す
る
学
生
は
５８・
９
％
に
上

り
ま
す
。
こ
の
２０
年
ほ
ど
に
お
こ
っ

た
私
立
大
学
急
拡
大
の
結
果
、
そ
の

質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
本
年
5
月
、
人
材
開
発
省
は
教
授

学
習
に
つ
い
て
様
々
な
論
点
が
包
括

的
に
記
述
さ
れ
た
国
家
計
画
を
発
表

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
イ
ン

ド
の
高
等
教
育
改
革
の
中
心
的
役
割

を
担
う
べ
く
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教

授
法
の
C
O
E
、
教
授
学
習
セ
ン
タ

ー
、
そ
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と
教
育
経
営
の
セ
ン
タ
ー

の
設
置
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

政
府
は
「
新
教
育
政
策
」
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
教
育
セ
ク
タ
ー

の
発
展
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
組

み
入
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。�

（
翻
訳
　
齋
藤
芳
子
）�

『看板学部と看板倒れ学部�
　　　　　　　　ー大学教育は玉石混交ー』�

Tuning

「
イ
ン
ド
の
高
等
教
育
と
F
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
」�

(インド マハラジャ  クリシュナクマリシン  バーヴナガル大学）�

ジ
ョ
シ
・
マ
ヘ
ン
ド
ラ
・
キ
シ
ョ
ア
（
客
員
教
授
）�


